








Fixation of "Management By Objectives" in the nursing department
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Abstract
“Management by objectives”h`which is support the realization of employee's  life objectives is 
a management method to achieve objectives of organization. We clarified how were accepted and
was firmly established in a nursing manager, nursing staff by introduction of“gmanagement by
objectives”in the nursing department. In acceptance recognition, we were separated to affirmative
contents and negative contents. A nursing manager put up“improvement of will of the staff”as
result, nursing staff and a nurse supervisor put up“consciousness of objectives”and“sense of
accomplishment"  by affirmative achievement recognition. Between "consciousness of an
objectives”and“sense of achievement”,the support of a nurse supervisor were good human
relations with the staff. In addition, we understood that a nurse supervisor recognize to
consciousness and an action of the staff, raised motivation and committed to organization
objectives of the staff. A management capability to raise motivation is important to manage
“management by objectives”effectively.
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無（導入予定） 無 無 無 
表３　目標管理への期待 
 コード数 ２４ 人材育成 ７ 
   組織の一員としての自覚 ６ 
   スタッフの意欲 ４ 
   看護の質向上 ３ 
   医療安全 １ 
   経営参加 １ 
   その他 ２ 
表４　　目標管理の成果 
 コード数 ４３ 肯定的 １９ スタッフの意欲向上 １２ 
     組織の一員としての自覚 ２ 
     スタッフへの理解 ２ 
     能力アップ ２ 
     その他 １ 
   否定的 ２１ 負担・やらされ感 １１ 
     目標管理の理解不足 ４ 
     面接への抵抗 ３ 
     意欲の低下 ２ 
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表5　看護職員の目標管理、肯定的受け止め認識 
 看 護 師 長 目標の意識化 20 
  看護職員との関わり 13 
  具体的目標 11 
  適切なアドバイス 10 
  個人の理解 8 
  承認 8 
  意識的な行動 5 
  面接の工夫 5 
  組織の一員としての自覚 4 
  客観的評価 4 
  面接の機会 3 
  達成感 3 
  職場風土への貢献 2 
  　　　　　　計 96 
 ス タ ッ フ 振り返りのチャンス 13 
  目標の意識化 11 
  役割期待 10 
  アドバイス 8 
  意思表示しやすい 6 
  達成感 6 
  上司との信頼関係 5 
  やる気 5 
  職員間の啓発 1 
  　　　　　　計 65
表6　看護職員の目標管理、否定的受け止め認識 
 看 護 師 長 未熟な面接技術 18 
  面接時間が不明確 14 
  スタッフへの負の関わり 10 
  システムの不徹底 8 
  やらされ感 7 
  不適切な個人目標 5 
  個人シート記入負担 4 
  負の職場環境 4 
  低い役割意識 3 
  　　　　　　計 73 
 ス タ ッ フ 受身 14 
  個人シート記入の負担 9 
  目標レベルの設定困難 7 
  目標管理の理解不足 5 
  達成感ない 5 
  プレッシャー 5 
  面接に抵抗感 3 
  まとまりのない職場 3 
































































































 看　護　師　長 ス　タ　ッ　フ 
 ・職場の目標と個人の目標がずれている ・面接の時期になるとシート記入が負担になる 
 ・動機付けが難しい ・忙しいと目先のことにとらわれて目標が二の次になる 
 ・評価することにより自信を喪失させてしまった ・面接が上司に呼び出されているように感じる 
 ・注意をして気まづくなった ・面接が終わった直後はやる気がでるが１ヶ月過ぎる 
 ・面接時間が予定通りにいかない 　と意識が薄れてくる 
 ・押し付けの目標管理になっている ・上から降りてくる目標に照らして無理な目標を立て負担になる 
 ・スタッフは受身である ・面接のときは振り返るが日常的には意識していない 
 ・自分自身に面接の技法が身についていない ・面接日が来たので形だけの目標を上げたりする 
 ・忙しいと目標を意識するところにいかない ・目標の適正なレベルを決めるのが難しい 
 ・スタッフに自分のメッセージを伝える技術が未熟 ・システムの波に乗っているというだけで受身的である 
 ・中堅ナースの面接が難しい ・書き込むことが沢山あって負担 
 ・スタッフの目標管理についての理解が不十分 ・目標の決め方がわからない 
 ・面接に時間がかかり負担 ・面接が計画的でない 
 ・仕事に余裕がなく意欲に繋がらない ・目標管理はノルマ管理 
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